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【手続補正書】
【提出日】平成22年3月9日(2010.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦長矩形状に形成された外枠と、
　前記外枠の前面一側に軸支されて開閉自在に設けられた本体枠と、
　前記本体枠に収容され、遊技球が流下可能な遊技領域を有する遊技演出ユニットと、
　遊技の進行を司る主制御手段と、
　前記主制御手段からの指令を受信して演出制御を司る副制御手段と
　を備え、
　前記本体枠は、前記外枠の左右両側面内壁に近接して設けられる薄肉状の一対の本体枠
側壁部および前記外枠の上面内壁に近接して設けられる薄肉状の本体枠上壁部を有してお
り、
　当該本体枠側壁部および当該本体枠上壁部は、前記外枠の前面からその後面を超える後
方位置まで略立設されることにより、当該本体枠側壁部および当該本体枠上壁部により囲
繞形成される大収容空間を内側に形成する壁体として構成されており、
　前記遊技演出ユニットは、
　前記遊技領域が形成される透明の遊技板部と、
　略中央に開口部が形成され、前記遊技板部の裏面側において当該遊技板部との間に三次
元の広域演出領域を形成すると共に、前記開口部の外周であって且つ当該広域演出領域内
に発光装飾体が配置される裏ユニットと、
　前記遊技板部と一定の距離を隔てた後方に位置する前記開口部に当該遊技板部と略平行
に配置されて、所定の演出画像図柄を表示可能な演出画像表示装置と
　を少なくとも有すると共に、前記大収容空間にその前面からのみ収容可能とされるもの
であり、
　前記遊技板部は、
　前記遊技領域を流下する遊技球の流下方向の最下流側に形成され、当該遊技領域に打ち
込まれた遊技球を排出しうる排出口と、
　前記排出口に向けて流下する遊技球の流下態様を不規則に変化させる流下態様変化手段
と、
　前記遊技領域を流下する複数の遊技球を対象として前記流下態様変化手段によって一球
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ずつ受け入れ可能な第一受入口と、
　前記遊技領域に向けて打ち込まれた遊技球を受け入れ可能な第二受入口と、
　前記第二受入口の近傍に設けられ、当該第二受入口への遊技球の受け入れが不可能また
は困難な閉状態と、当該第二受入口への遊技球の受け入れが可能な開状態と、の間で開閉
動作しうる可動部材と
　を前記遊技領域に有しており、
　前記主制御手段は、
　前記第一受入口または前記第二受入口への遊技球の受け入れを検出する受入検出手段と
、
　前記可動部材の開閉動作を制御する可動制御手段と、
　前記受入検出手段による前記第一受入口または前記第二受入口への遊技球の受入検出に
応じて常には第１の確率に基づいて当落にかかる判定を行う当落判定処理、並びに、当該
当落判定処理において当選と判定された場合に、多量の遊技球を賞として遊技者に付与し
うる大賞当たりおよび当該大賞当たりよりも賞として遊技者に付与しうる遊技球が少ない
小賞当たりを少なくとも含む当たりのうちいずれの当たりに当選したかを判定する当選種
別判定処理、を行う抽選手段と、
　前記当落判定処理において当選したと判定されたとき、前記当選種別判定処理において
判定された当選種別に応じて、前記大賞当たりに基づく大賞当たり遊技または前記小賞当
たりに基づく小賞当たり遊技を実行可能な当たり遊技実行手段と、
　常には、前記第二受入口に遊技球が受け入れられる期待感が少ないまたは当該期待感を
遊技者に与えない平時態様に前記可動部材が制御される通常遊技状態に制御し、所定の条
件が成立した場合に、当該第二受入口への遊技球の受け入れが前記平時態様よりも促進さ
れる促進態様に前記可動部材が制御され且つ前記第１の確率に代えて当該第１の確率より
も当選確率が高い第２の確率に基づいて前記当落判定処理が行われる第１の有利遊技状態
に制御しうる遊技状態制御手段と、
　前記当落判定処理において落選したと判定された場合に、所定の確率で成立しうる特定
条件が成立しているか否かを判定する特定条件成立判定手段と
　を少なくとも有しており、
　前記副制御手段は、
　前記抽選手段による抽選結果に基づいて前記演出画像表示装置に表示される演出画像図
柄の表示制御を行いうる演出画像表示制御手段と、
　前記抽選手段による抽選結果に基づく態様で前記発光装飾体の点灯または／および消灯
の制御を行う発光制御手段と
　を少なくとも有すると共に、
　前記演出画像表示装置に表示される前記演出画像図柄には、
　前記大賞当たり遊技または前記小賞当たり遊技が実行されたのちの遊技状態が前記第１
の有利遊技状態に制御されることを示唆する第１の演出画像図柄、および
　前記大賞当たり遊技または前記小賞当たり遊技が実行されたのちの遊技状態が前記通常
遊技状態に制御されうることを示唆する第２の演出画像図柄、
　の２種類の演出画像図柄が少なくとも含まれると共に、
　前記遊技状態制御手段によって制御されうる通常遊技状態には、
　前記第１の確率に基づいて前記当落判定処理が行われる第１の通常遊技状態、および
　前記第１の確率に代えて前記第２の確率に基づいて前記当落判定処理が行われる第２の
通常遊技状態、
　が少なくとも含まれており、
　前記当落判定処理において当選したと判定された場合において、
　前記当選種別判定処理において判定された当選種別が前記大賞当たりのうち特別大賞当
たりであるときは、
　前記演出画像表示制御手段によって前記第１の演出画像図柄が前記演出画像表示装置に
表示されうると共に、当該特別大賞当たりに基づく大賞当たり遊技が実行されたのちの遊
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技状態が、前記遊技状態制御手段によって前記第１の有利遊技状態に制御され、
　前記当選種別判定処理において判定された当選種別が前記大賞当たりのうち第１の通常
大賞当たりであるときは、
　前記第１の演出画像図柄が前記演出画像表示装置に表示されることなく、前記演出画像
表示制御手段によって前記第２の演出画像図柄が前記演出画像表示装置に表示されうると
共に、当該通常大賞当たりに基づく大賞当たり遊技が実行されたのちの遊技状態が、前記
遊技状態制御手段によって前記第１の通常遊技状態に制御され、
　さらに、前記当選種別判定処理において判定された当選種別が前記小賞当たりのうち通
常小賞当たりであるときは、
　前記演出表示制御手段によって当該通常小賞当たりに当選した旨を示唆する演出画像が
前記演出画像表示装置に表示されると共に、当該通常小賞当たりに基づく小賞当たり遊技
が実行されたのちの遊技状態が、前記遊技状態制御手段によって前記第２の通常遊技状態
に制御され、
　前記当落判定処理において落選したと判定された場合において、
　前記特定条件成立判定手段により前記特定条件が成立していると判定されたとき、前記
演出表示制御手段によって当該通常小賞当たりに当選した旨を示唆する演出画像と極似す
る極似演出画像が前記演出画像表示装置に表示されると共に前記小賞当たり遊技と極似す
る極似遊技が行われ、当該極似遊技が行われたのちの遊技状態が、当該特定条件が成立し
た際の遊技状態に拘らず、前記遊技状態制御手段によって当該特定条件が成立した際の遊
技状態に制御され、
　さらに、前記小賞当たり遊技または前記極似遊技が実行されたのちに制御される遊技状
態において、
　当該遊技状態が前記遊技状態制御手段によって通常遊技状態に制御されるにも拘らず、
特定の条件を達成すべき指令を示す演出画像が所定期間に限って前記演出画像表示装置に
表示されるタイムリミットモードを示す表示制御が行われると共に、
　前記タイムリミットモード中に前記大賞当たりに当選したときは、前記特定の条件が達
成されたことを示す演出画像が前記演出画像表示装置に表示される一方、
　前記タイムリミットモード中に前記大賞当たりに当選することなく前記所定期間が経過
したときは、前記特定の条件が達成されたことを示す演出画像が前記演出画像表示装置に
表示されることなく、当該タイムリミットモードの表示制御が終了する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記外枠に対する前記本体枠の開放を規制するよう前記本体枠の自由端側に設けられ、
上下方向に摺動可能な摺動杆を有する施錠装置をさらに備え、
　前記外枠は、
　長手方向に配置された一対の縦板と短手方向に配置された一対の横板とによって形成さ
れると共に、
　少なくとも自由端側の前記縦板には、薄板部材で略平坦に形成される外壁部、および、
当該外壁部の後部から内側に折り曲げられてまたは立設されて形成される厚み部、を有す
ると共に、当該外壁部の内側には当該厚み部の幅の縦板内スペースが形成されており、
　前記施錠装置の前記摺動杆は、前記本体枠が前記外枠に対し閉じられた状態において前
記縦板内スペースに収容される
　ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　遊技の進行に応じて遊技球を払い出す払出装置と、
　遊技機内に貯留された遊技球を前記払出装置へ案内する払出通路と
　をさらに備え、
　前記本体枠は、
　前記本体枠側壁部の後端から内側方向に伸びて前記遊技演出ユニットの後面に位置する
後壁部を有しており、
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　前記払出装置及び前記払出通路は、
　前記後壁部の背面側に配置されている
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の遊技機は、縦長矩形状に形成された外枠と、前記外枠の前面一側に軸支されて
開閉自在に設けられた本体枠と、前記本体枠に収容され、遊技球が流下可能な遊技領域を
有する遊技演出ユニットと、遊技の進行を司る主制御手段と、前記主制御手段からの指令
を受信して演出制御を司る副制御手段とを備え、前記本体枠は、前記外枠の左右両側面内
壁に近接して設けられる薄肉状の一対の本体枠側壁部および前記外枠の上面内壁に近接し
て設けられる薄肉状の本体枠上壁部を有しており、当該本体枠側壁部および当該本体枠上
壁部は、前記外枠の前面からその後面を超える後方位置まで略立設されることにより、当
該本体枠側壁部および当該本体枠上壁部により囲繞形成される大収容空間を内側に形成す
る壁体として構成されており、前記遊技演出ユニットは、前記遊技領域が形成される透明
の遊技板部と、略中央に開口部が形成され、前記遊技板部の裏面側において当該遊技板部
との間に三次元の広域演出領域を形成すると共に、前記開口部の外周であって且つ当該広
域演出領域内に発光装飾体が配置される裏ユニットと、前記遊技板部と一定の距離を隔て
た後方に位置する前記開口部に当該遊技板部と略平行に配置されて、所定の演出画像図柄
を表示可能な演出画像表示装置とを少なくとも有すると共に、前記大収容空間にその前面
からのみ収容可能とされるものであり、前記遊技板部は、前記遊技領域を流下する遊技球
の流下方向の最下流側に形成され、当該遊技領域に打ち込まれた遊技球を排出しうる排出
口と、前記排出口に向けて流下する遊技球の流下態様を不規則に変化させる流下態様変化
手段と、前記遊技領域を流下する複数の遊技球を対象として前記流下態様変化手段によっ
て一球ずつ受け入れ可能な第一受入口と、前記遊技領域に向けて打ち込まれた遊技球を受
け入れ可能な第二受入口と、前記第二受入口の近傍に設けられ、当該第二受入口への遊技
球の受け入れが不可能または困難な閉状態と、当該第二受入口への遊技球の受け入れが可
能な開状態と、の間で開閉動作しうる可動部材とを前記遊技領域に有しており、前記主制
御手段は、前記第一受入口または前記第二受入口への遊技球の受け入れを検出する受入検
出手段と、前記可動部材の開閉動作を制御する可動制御手段と、前記受入検出手段による
前記第一受入口または前記第二受入口への遊技球の受入検出に応じて常には第１の確率に
基づいて当落にかかる判定を行う当落判定処理、並びに、当該当落判定処理において当選
と判定された場合に、多量の遊技球を賞として遊技者に付与しうる大賞当たりおよび当該
大賞当たりよりも賞として遊技者に付与しうる遊技球が少ない小賞当たりを少なくとも含
む当たりのうちいずれの当たりに当選したかを判定する当選種別判定処理、を行う抽選手
段と、前記当落判定処理において当選したと判定されたとき、前記当選種別判定処理にお
いて判定された当選種別に応じて、前記大賞当たりに基づく大賞当たり遊技または前記小
賞当たりに基づく小賞当たり遊技を実行可能な当たり遊技実行手段と、常には、前記第二
受入口に遊技球が受け入れられる期待感が少ないまたは当該期待感を遊技者に与えない平
時態様に前記可動部材が制御される通常遊技状態に制御し、所定の条件が成立した場合に
、当該第二受入口への遊技球の受け入れが前記平時態様よりも促進される促進態様に前記
可動部材が制御され且つ前記第１の確率に代えて当該第１の確率よりも当選確率が高い第
２の確率に基づいて前記当落判定処理が行われる第１の有利遊技状態に制御しうる遊技状
態制御手段と、前記当落判定処理において落選したと判定された場合に、所定の確率で成
立しうる特定条件が成立しているか否かを判定する特定条件成立判定手段とを少なくとも
有しており、前記副制御手段は、前記抽選手段による抽選結果に基づいて前記演出画像表
示装置に表示される演出画像図柄の表示制御を行いうる演出画像表示制御手段と、前記抽



(5) JP 2008-259650 A5 2010.4.22

選手段による抽選結果に基づく態様で前記発光装飾体の点灯または／および消灯の制御を
行う発光制御手段とを少なくとも有すると共に、前記演出画像表示装置に表示される前記
演出画像図柄には、前記大賞当たり遊技または前記小賞当たり遊技が実行されたのちの遊
技状態が前記第１の有利遊技状態に制御されることを示唆する第１の演出画像図柄、およ
び前記大賞当たり遊技または前記小賞当たり遊技が実行されたのちの遊技状態が前記通常
遊技状態に制御されうることを示唆する第２の演出画像図柄、の２種類の演出画像図柄が
少なくとも含まれると共に、前記遊技状態制御手段によって制御されうる通常遊技状態に
は、前記第１の確率に基づいて前記当落判定処理が行われる第１の通常遊技状態、および
前記第１の確率に代えて前記第２の確率に基づいて前記当落判定処理が行われる第２の通
常遊技状態、が少なくとも含まれており、前記当落判定処理において当選したと判定され
た場合において、前記当選種別判定処理において判定された当選種別が前記大賞当たりの
うち特別大賞当たりであるときは、前記演出画像表示制御手段によって前記第１の演出画
像図柄が前記演出画像表示装置に表示されうると共に、当該特別大賞当たりに基づく大賞
当たり遊技が実行されたのちの遊技状態が、前記遊技状態制御手段によって前記第１の有
利遊技状態に制御され、前記当選種別判定処理において判定された当選種別が前記大賞当
たりのうち第１の通常大賞当たりであるときは、前記第１の演出画像図柄が前記演出画像
表示装置に表示されることなく、前記演出画像表示制御手段によって前記第２の演出画像
図柄が前記演出画像表示装置に表示されうると共に、当該通常大賞当たりに基づく大賞当
たり遊技が実行されたのちの遊技状態が、前記遊技状態制御手段によって前記第１の通常
遊技状態に制御され、さらに、前記当選種別判定処理において判定された当選種別が前記
小賞当たりのうち通常小賞当たりであるときは、前記演出表示制御手段によって当該通常
小賞当たりに当選した旨を示唆する演出画像が前記演出画像表示装置に表示されると共に
、当該通常小賞当たりに基づく小賞当たり遊技が実行されたのちの遊技状態が、前記遊技
状態制御手段によって前記第２の通常遊技状態に制御され、前記当落判定処理において落
選したと判定された場合において、前記特定条件成立判定手段により前記特定条件が成立
していると判定されたとき、前記演出表示制御手段によって当該通常小賞当たりに当選し
た旨を示唆する演出画像と極似する極似演出画像が前記演出画像表示装置に表示されると
共に前記小賞当たり遊技と極似する極似遊技が行われ、当該極似遊技が行われたのちの遊
技状態が、当該特定条件が成立した際の遊技状態に拘らず、前記遊技状態制御手段によっ
て当該特定条件が成立した際の遊技状態に制御され、さらに、前記小賞当たり遊技または
前記極似遊技が実行されたのちに制御される遊技状態において、当該遊技状態が前記遊技
状態制御手段によって通常遊技状態に制御されるにも拘らず、特定の条件を達成すべき指
令を示す演出画像が所定期間に限って前記演出画像表示装置に表示されるタイムリミット
モードを示す表示制御が行われると共に、前記タイムリミットモード中に前記大賞当たり
に当選したときは、前記特定の条件が達成されたことを示す演出画像が前記演出画像表示
装置に表示される一方、前記タイムリミットモード中に前記大賞当たりに当選することな
く前記所定期間が経過したときは、前記特定の条件が達成されたことを示す演出画像が前
記演出画像表示装置に表示されることなく、当該タイムリミットモードの表示制御が終了
することを特徴とする遊技機である。
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